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(57)【要約】
【課題】クラウド流量計を提供するためのシステムおよ
び方法が本開示の特定の実施形態により提供される。
【解決手段】本開示の一実施形態によれば、メータ装置
から少なくとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネッ
トワークを介して受信することと、部分的に少なくとも
１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つの流れ特性、
データ特性、またはメータ特性を求めることと、少なく
とも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を
メータ装置から遠隔のデータ記憶装置に格納することと
、を含むことができる方法が開示される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メータ装置（１０２）から少なくとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネットワーク
（１０６）を介して受信することと、
　前記メータ装置（１０２）から遠隔のプロセッサ（１２０）で、部分的に前記少なくと
も１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性
を求めることと、
　前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を前記メータ装置（１
０２）から遠隔のデータ記憶装置（１２２）に格納することと、を含む方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの流れ特性が以下：リアルタイム流量測定値または超音波流量計デ
ータのうちの少なくとも１つから成る、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのデータ特性またはメータ特性が以下：メータログデータ、メータ
誤差データ、メータ診断データ、またはメータ構成データのうちの少なくとも１つから成
る、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に
基づいて少なくとも１つのメータ制御動作を前記メータ装置（１０２）から遠隔のプロセ
ッサ（１２０）で決定することをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を１つまたは複数のク
ライアントアプリケーション（１２４）に送信することをさらに含む、請求項１記載の方
法。
【請求項６】
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に
基づいて少なくとも１つの制御信号を生成することと、
　前記少なくとも１つの制御信号を前記少なくとも１つのネットワークを介して送信する
ことと、をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を少なくとも１つのネット
ワーク（１０６）を介して受信することが、前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性
、またはメータ特性を前記メータ装置（１０２）から遠隔の複数のコンピュータプロセッ
サ（１２０）により受信することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記メータ装置（１０２）が各々少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメー
タ特性に対応するそれぞれの信号を生成するように動作可能な１つまたは複数のトランス
デューサ装置（１０８）を含む、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　メータ装置（１０２）から少なくとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネットワーク
（１０６）を介して受信し、
　　部分的に前記少なくとも１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つの流れ特性、デー
タ特性、またはメータ特性を求め、かつ
　　前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を前記メータ装置（
１０２）から遠隔のデータ記憶装置（１２２）に格納する
　ように動作可能なコンピュータ実行可能命令を持つ、前記メータ装置（１０２）から遠
隔の１つまたは複数のプロセッサ（１２０）を含む、システム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの流れ特性が以下：リアルタイム流量測定値または超音波流量計デ
ータのうちの少なくとも１つから成る、請求項９記載のシステム。
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【請求項１１】
　前記少なくとも１つのデータ特性またはメータ特性が以下：メータログデータ、メータ
誤差データ、メータ診断データ、またはメータ構成データのうちの少なくとも１つから成
る、請求項９記載のシステム。
【請求項１２】
　前記コンピュータ実行可能命令が、
　前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を１つまたは複数のク
ライアントアプリケーション（１２４）に送信するようにさらに動作可能な、請求項９記
載のシステム。
【請求項１３】
　前記コンピュータ実行可能命令が、
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に
基づいて少なくとも１つのメータ制御動作を前記メータ装置（１０２）から遠隔の少なく
とも１つのプロセッサ（１２０）により決定するようにさらに動作可能な、請求項９記載
のシステム。
【請求項１４】
　前記コンピュータ実行可能命令が、
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に
基づいて少なくとも１つの制御信号を生成し、かつ
　前記少なくとも１つの制御信号を前記少なくとも１つのネットワーク（１０６）を介し
て送信するようにさらに動作可能な、請求項９記載のシステム。
【請求項１５】
　前記メータ装置（１０２）が各々少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメー
タ特性に対応するそれぞれの信号を生成するように動作可能な１つまたは複数のトランス
デューサ装置（１０８）を含む、請求項９記載のシステム。
【請求項１６】
　少なくとも１つのプロセッサ（１２０）により実行されると、前記少なくとも１つのプ
ロセッサ（１２０）を、
　前記メータ装置（１０２）から少なくとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネットワ
ーク（１０６）を介して受信し、
　部分的に前記少なくとも１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つの流れ特性、データ
特性、またはメータ特性を求め、かつ
　前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を前記メータ装置（１
０２）から遠隔のデータ記憶装置（１２２）に格納するための動作を実行するように構成
するコンピュータ実行可能命令を格納した、前記メータ装置（１０２）から遠隔の１つま
たは複数のコンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの流れ特性が以下：リアルタイム流量測定値または超音波流量計デ
ータのうちの少なくとも１つから成る、請求項１６記載の１つまたは複数のコンピュータ
可読媒体。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのデータ特性またはメータ特性が以下：メータログデータ、メータ
誤差データ、メータ診断データ、またはメータ構成データのうちの少なくとも１つから成
る、請求項１６記載の１つまたは複数のコンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサ（１２０）を、
　前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を１つまたは複数のク
ライアントアプリケーション（１２４）に送信するための動作を実行するようにさらに構
成するコンピュータ実行可能命令を含む、請求項１６記載の１つまたは複数のコンピュー
タ可読媒体。
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【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサ（１２０）を、
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に
基づいて少なくとも１つのメータ制御動作を前記メータ装置（１０２）から遠隔の前記少
なくとも１つのプロセッサ（１２０）で決定し、
　少なくとも部分的に前記少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に
基づいて少なくとも１つの制御信号を生成し、かつ
　前記少なくとも１つの制御信号を前記少なくとも１つのネットワーク（１０６）を介し
て送信するための動作を実行するようにさらに構成するコンピュータ実行可能命令を含む
、請求項１６記載の１つまたは複数のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の実施形態は一般にはメータに関し、より詳細には、クラウド流量計を提供する
ためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　流量計のようなメータは特定の物理的特性および／または出力を測定するために使用さ
れる。例えば、流量計は流体流れの特性または出力を測定するために使用できる。流量計
のようなメータは典型的には測定点に物理的に設けられ、そのようなメータにより受信さ
れるまたはその他の方法で得られるデータは通常はローカルに格納される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１２／１２９１０１号
【発明の概要】
【０００４】
　上記の必要性および／もしくは問題の一部または全部が本開示の特定の実施形態により
対処されてよい。特定の実施形態はクラウド流量計を提供するためのシステムおよび方法
を含んでよい。本開示の一実施形態によれば、方法が開示される。その方法は、メータ装
置から少なくとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネットワークを介して受信すること
を含むことができる。その方法はまた、メータ装置から遠隔のプロセッサで部分的に少な
くとも１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ
特性を求めることを含むことができる。その方法はまた、少なくとも１つの流れ特性、デ
ータ特性、またはメータ特性をメータ装置から遠隔のデータ記憶装置に格納することを含
むことができる。
【０００５】
　本開示の別の実施形態によれば、システムが開示される。そのシステムは、コンピュー
タ実行可能命令を持つ、メータ装置から遠隔の１つまたは複数のプロセッサを含むことが
できる。コンピュータ実行可能命令は、メータ装置から少なくとも１つの流れ信号を少な
くとも１つのネットワークを介して受信し、部分的に少なくとも１つの流れ信号に基づい
て少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を求め、少なくとも１つの
流れ特性、データ特性、またはメータ特性をメータ装置から遠隔のデータ記憶装置に格納
するように動作可能にできる。
【０００６】
　さらに、本開示の別の実施形態によれば、少なくとも１つのプロセッサにより実行され
ると、少なくとも１つのプロセッサを動作を実行するように構成するコンピュータ実行可
能命令を格納した、メータ装置から遠隔の１つまたは複数のコンピュータ可読媒体が開示
される。その動作は、メータ装置から少なくとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネッ
トワークを介して受信し、部分的に少なくとも１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つ
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の流れ特性、データ特性、またはメータ特性を求め、少なくとも１つの流れ特性、データ
特性、またはメータ特性をメータ装置から遠隔のデータ記憶装置に格納することを含むこ
とができる。
【０００７】
　本開示の他の実施形態、システム、方法、装置態様、および特徴は、当業者には以下の
詳細な説明、添付の図面、および添付の特許請求の範囲から明らかになるであろう。
【０００８】
　詳細な説明は添付の図面を参照して記載されるが、それらは必ずしも一定の縮尺で描か
れてはいない。異なる図面で同一の参照番号を使用することは類似または同一の項目を表
す。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の実施形態に係る例示的なシステムまたはクラウド流量計を示す環境のブ
ロック図である。
【図２】本開示の実施形態に係る例示方法を例示するフロー図である。
【図３】本開示の実施形態に係る別の例示方法を例示するフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示の例示的な実施形態を以下に添付の図面を参照してより完全に説明していくが、
図中には本開示の実施形態の全部ではなく一部を示す。本開示は多くの異なる形態で具体
化してよく、本明細書に記載される実施形態に限定されると解釈されるべきではなく、む
しろこれらの実施形態は本開示が、適用可能な法的必要条件を満たすように提供される。
上述のように、同様の数字は終始同様の要素を指す。
【００１１】
　本開示の例示的な実施形態はとりわけクラウド流量計を対象とする。概要として、超音
波式流量計などの特定のメータは流体流れに関連する信号を受信できる。流量計に関連す
る１つまたは複数のトランスデューサを、流体流れの１つまたは複数の特性に対応する特
定のデータを検出、生成、またはそうでなく測定するために使用できる。トランスデュー
サはデータを流量計に送信でき、流量計は処理および／または格納のために１つまたは複
数のネットワークを介して通信されることになる１つまたは複数の対応する信号を生成で
きる。信号は例えば流量測定値を生成するために、流量計から遠隔のサーバまたは処理装
置により使用でき、流量測定値は遠隔サーバまたは処理装置によりデータ記憶装置に格納
および／または処理できる。信号はまた他の流れ特性、メータ特性、および／またはデー
タ特性を生成するために使用でき、これにはリアルタイム測定値、器械ログデータ、器械
誤差データ、器械構成データ、メータ構成データ、診断データ、過去の測定データなどが
含まれ得るがこれらに限定されない。特定の実施形態において、流れ特性、メータ特性、
および／またはデータ特性は１つまたは複数のアプリケーションプログラムおよび／また
はサービスに送信でき、そこではデータ、信号、および／もしくは流量測定値の一部また
は全部にアクセスして利用できる。特定の実施形態において、１つまたは複数の制御動作
および／または流量計制御動作を、少なくとも部分的に信号もしくは流量測定値の一部ま
たは全部に基づいて決定して実施できる。
【００１２】
　本開示の特定の実施形態の技術的効果は、現場に設けられるメータの製造および維持費
を削減することを含んでよい。本開示の特定の実施形態のさらなる技術的効果は、信号も
しくは流量測定値の一部または全部を利用することに関連して提供されるサービスおよび
／またはアプリケーションプログラムをより速くより安価に更新することを含んでよい。
本開示の特定の実施形態のさらなる技術的効果は、設置されるメータにより受信されるま
たはその他の方法で得られるデータを一層使用することおよび広範に使用することを含ん
でよい。
【００１３】
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　図１は、本開示の実施形態に係るクラウド流量計または装置１０２のための例示環境ま
たはシステム１００を例示する。クラウド流量計または装置１０２は、図１において単一
のブロックとして示されるが１つまたは複数のネットワークを表し得る少なくとも１つの
ネットワーク１０６を介して、１つまたは複数のサーバ１０４と通信できる。装置１０２
は構内または設備に設けるかまたはその他の方法で関連付けでき、一方１つまたは複数の
サーバ１０４は、装置１０２により監視される公益設備または公益事業を監視、制御、管
理、または提供する、公益会社、公益提供者、または実体、譲受者、もしくは人物のよう
な、公益事業体に設けるかまたはその他の方法で関連付けできる。
【００１４】
　図１に示すクラウド流量計または装置１０２は、１つまたは複数のトランスデューサイ
ンタフェース１０８、制御装置１１０、プロセッサ１１２、１つまたは複数のメモリ装置
１１４、および通信インタフェース１１６を含むことができる。１つまたは複数のトラン
スデューサインタフェース１０８は、データおよび／または信号をそれぞれのトランスデ
ューサ１１８Ａ～１１８Ｎから受信するかまたはその他の方法で得るために１つまたは複
数のそれぞれのトランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎ、センサ、または他のデータ測定装
置と通信するように動作可能にできる。特定の実施形態において、トランスデューサ１１
８Ａ～１１８Ｎは構内または設備で消費、使用、出力、またはその他の方法で提供されて
いる少なくとも１つの公益設備の量に関連する流れ特性またはメータ特性に対応する信号
を生成できる。特定の実施形態において、トランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎは構内ま
たは設備で消費、使用、出力、またはその他の方法で提供されている少なくとも１つの公
益設備の量を測定できる。公共設備には動力、天然ガス、水、データ、下水道、液体、気
体、または公益提供者または公益事業体により提供されるまたは調整される任意の他の測
定可能な項目もしくは事業が含まれ得るがこれらに限定されない。
【００１５】
　制御装置１１０は、１つまたは複数のトランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎから収集ま
たは受信される信号および／またはデータをプロセッサ１１２へ通信するか、またはそう
でなくプロセッサ１１２からの命令を１つまたは複数のトランスデューサインタフェース
１０８および／またはトランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎに送信するために、必要に応
じて１つまたは複数のトランスデューサインタフェース１０８と対話できる。特定の実施
形態において、制御装置１１０は１つまたは複数の制御信号をプロセッサ１１２および／
または１２０のような遠隔プロセッサから受信できる。
【００１６】
　プロセッサ１１２は１つまたは複数のメモリ装置１１４と通信できる。プロセッサ１１
２は適宜ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの組み合わせで実
装してよい。プロセッサ１１２のソフトウェアまたはファームウェア実装は、説明された
様々な機能を実行するために任意の適切なプログラミング言語で書かれるコンピュータ実
行可能または機械実行可能命令を含んでよい。図１に示す実施形態において、プロセッサ
１１２はデータおよび／または信号をそれぞれのトランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎお
よびトランスデューサインタフェース１０８から受信でき、またプロセッサ１１２は対応
するデルタＴ、信号、信号ファイル、および／または他のパラメータを生成できる。対応
するデルタＴ、信号、信号ファイル、および／または他のパラメータは暗号化して（タイ
ムスタンプとトランスデューサＩＤにより）または暗号化せずに、サーバ１０４またはプ
ロセッサ１２０のような遠隔サーバまたはプロセッサに送信してよい。
【００１７】
　１つまたは複数のメモリ装置１１４はプロセッサ１１２でロード可能かつ実行可能なプ
ログラム命令、およびこれらのプログラムの実行中に生成されるデータを記憶してよい。
環境またはシステム１００の構成および種類によって、１つまたは複数のメモリ装置１１
４は揮発性（例えばランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ））および／または不揮発性（例えばリードオンリーメモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａ
ｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリなど）であってよい。
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【００１８】
　一使用例では、１つまたは複数のトランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎは流体が流れる
管に装着できる。トランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎは管内の流体流れパラメータを検
出、その他でき、トランスデューサインタフェース１０８はトランスデューサ１１８Ａ～
１１８Ｎにより生成されるまたはそうでなく送信される１つまたは複数の対応するデータ
および／または信号を受信できる。トランスデューサインタフェース１０８および／また
は制御装置１１０は対応するデータおよび／または信号を必要に応じてプロセッサ１１２
および／またはメモリ記憶装置１１４に通信できる。プロセッサ１１２はデータおよび／
または信号をトランスデューサインタフェース１０８から受信でき、またプロセッサ１１
２は対応するデルタＴ、信号、信号ファイル、および／または他のパラメータを生成し、
暗号化したまたは暗号化していないデルタＴ、信号、信号ファイル、および／または他の
パラメータを遠隔サーバ１０４またはプロセッサ１２０に送信できる。
【００１９】
　図１に示す通信インタフェース１１６は、装置１０２に関連するプロセッサ１１２と１
つまたは複数のサーバ１０４に関連するプロセッサ１２０のような１つまたは複数の遠隔
に設けられるプロセッサとの間の通信を容易にするように動作可能な装置であり得る。い
くつかの実施形態において、通信インタフェース１１６は装置１０２に関連するプロセッ
サ１１２と公益事業体、または公益事業体に関連するプロセッサとの間の通信を容易にす
るように動作可能にできる。他の実施形態において、通信インタフェース１１６は、装置
１０２に関連するプロセッサ１１２とネットワーク１０６上の格納されたデータベース、
別のコンピューティング装置もしくはサーバ、ユーザ端末、および／または他の装置との
間の通信を容易にするように動作可能にできる。特定の実施形態において、通信インタフ
ェース１１６は少なくとも１つの無線周波数を介して通信を容易にすることができる。特
定の実施形態では、通信インタフェース１１６は有線および／または無線通信を介して通
信を容易にすることができる。いずれの例でも、通信インタフェース１１６は少なくとも
２つのプロセッサ間の、またはプロセッサ１１２と公益事業体との間の通信を容易にする
かまたはそうでなく提供できる。
【００２０】
　１つまたは複数のサーバ１０４は各々、クラウド流量計または装置１０２から遠隔に設
けられる、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、ハンドヘルドもしくはタブレットコンピュ
ータ、または他のプロセッサベースの装置のようなコンピューティング装置であってよい
。１つまたは複数のサーバ１０４はそれぞれのプロセッサ１２０を含むことができ、それ
は１つまたは複数のそれぞれのメモリ装置１２２と通信でき、またクラウド流量計または
装置１０２から遠隔に設けられる。装置１０２に関連するプロセッサ１１２と同様に、１
つまたは複数のサーバ１０４に関連する各プロセッサ１２０は適宜ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの組み合わせで実装してよい。１つまたは複数の
サーバ１０４に関連するプロセッサ１２０のソフトウェアまたはファームウェア実装は、
説明された様々な機能を実行するために任意の適切なプログラミング言語で書かれるコン
ピュータ実行可能または機械実行可能命令を含んでよい。
【００２１】
　それぞれのサーバ１０４に関連する１つまたは複数のメモリ装置１２２は、磁気記憶装
置、光ディスク、および／またはテープ記憶装置を含むがこれらに限定されない追加の取
り外し可能記憶装置および／または非取り外し可能記憶装置を含んでよい。ディスク駆動
装置およびそれに関連するコンピュータ可読媒体がコンピューティング装置に対して、コ
ンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、および他のデータの不揮発性
の記憶を提供してよい。いくつかの実装では、装置１０２と１つまたは複数のサーバ１０
４の１つまたは複数のメモリ装置１１４、１２２は、スタティックランダムアクセスメモ
リ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、またはＲＯＭのよ
うな複数の異なる種類のメモリを含んでよい。
【００２２】
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　装置１０２とサーバ１０４にそれぞれ関連する１つまたは複数のメモリ装置１１４、１
２２、取り外し可能記憶装置、および非取り外し可能記憶装置は全て非一時的コンピュー
タ可読記憶媒体の例である。例えば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、コンピュー
タ可読命令、データ構造、プログラムモジュールまたは他のデータのような情報を記憶す
るために任意の方法または技術で実装される揮発性および不揮発性、取り外し可能および
非取り外し可能媒体を含んでよい。装置１０２とサーバ１０４に関連する１つまたは複数
のメモリ装置１１４、１２２、取り外し可能記憶装置、および非取り外し可能記憶装置は
全て非一時的コンピュータ記憶媒体の例である。存在してよいさらなる種類の非一時的コ
ンピュータ記憶媒体にはプログラム可能ランダムアクセスメモリ（ＰＲＡＭ）、ＳＲＡＭ
、ＤＲＡＭ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラム可能リードオンリーメモリ（Ｅ
ＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリもしくは他のメモリ技術、コンパクトディスクリードオ
ンリーメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）もしくは他の光記憶
装置、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶装置、ま
たは所望の情報を記憶するために使用でき、かつサーバまたは他のコンピューティング装
置によりアクセスできる任意の他の媒体が含まれるがこれらに限定されない。上記のいず
れかの組み合わせもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２３】
　しかしながら他の実施形態において、コンピュータ可読通信媒体は、搬送波または他の
伝送のようなデータ信号内で送信されるコンピュータ可読命令、プログラムモジュール、
または他のデータを含んでよい。しかしながら、本明細書で使用されるように、コンピュ
ータ可読記憶媒体はコンピュータ可読通信媒体を含まない。
【００２４】
　図１に示すように、１つまたは複数のクライアントアプリケーション１２４Ａ～１２４
Ｎまたはクライアント装置が１つまたは複数のサーバ１０４と通信できる。クライアント
アプリケーション１２４Ａ～１２４Ｎまたはクライアント装置の各々はそれぞれのプロセ
ッサに関連付けられてよく、そこから次いで公益提供者または他の事業提供者に関連付け
られてよい。さらには、クライアントアプリケーション１２４Ａ～１２４Ｎまたはクライ
アント装置の各々は、Ｍｏｄｂｕｓ／ＴＣＰ、Ｂａｃｋｎｅｔ／ＩＰ、または他のプロト
コルのような少なくとも１つのデータプロトコルを介して動作またはそうでなく通信して
よい。
【００２５】
　上述のように図１は、図１のクラウド流量計または装置１０２のための例示環境または
システム１００を提供する。例示環境またはシステム１００はネットワークコンピュータ
環境もしくはシステム、または分散コンピュータ環境もしくはシステムであるように構成
してよい。図１には単一の装置１０２のみを示すが、複数の１０２と同様の装置またはク
ラウド流量計が１つまたは複数のサーバ１０４および／または公益事業体と１０６のよう
な通信ネットワークを介して通信できることが認識されるであろう。１０２のような装置
またはクラウド流量計の各々はそれぞれの構内または設備に関連付けできる。
【００２６】
　クラウド流量計もしくは装置１０２および／または１つまたは複数のサーバ１０４はま
た、キーボード、マウス、ペン、ジェスチャーまたは音声入力装置、タッチ入力装置など
のような１つまたは複数の入力装置、およびディスプレイ、スピーカ、プリンタなどのよ
うな１つまたは複数の出力装置を含んでよい。
【００２７】
　クラウド流量計または装置１０２に関連する１つまたは複数のメモリ装置１１４の内容
をより詳細に参照すると、１つまたは複数のメモリ装置１１４は、１つまたは複数の実行
アルゴリズムを記憶するように動作可能なプログラムメモリ１１４Ａ、任意の数のリアル
タイム測定値および信号を記憶するように動作可能な動作メモリ１１４Ｂ、および流量計
エンジンモジュール１１４Ｃまたはアプリケーションプログラムを含む、本明細書に開示
される特徴と態様を実装するためのオペレーティングシステムおよび１つまたは複数のア
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プリケーションプログラムまたはサービスを含んでよい。流量計エンジンモジュール１１
４Ｃは、メータ装置から少なくとも１つの流れ特性またはメータ特性を少なくとも１つの
ネットワークを介して受信するように動作可能な１つまたは複数のコンピュータ実行可能
命令を含んでよい。流量計エンジンモジュール１１４Ｃはまた、少なくとも１つの流れ特
性またはメータ特性をメータ装置から遠隔のデータ記憶装置に格納するように動作可能な
１つまたは複数のコンピュータ実行可能命令を含んでよい。
【００２８】
　それぞれの１つまたは複数のサーバ１０４に関連する１つまたは複数のメモリ装置１２
２の内容を参照すると、１つまたは複数のメモリ装置１２２は、流量計エンジンモジュー
ル１２２Ａまたはアプリケーションプログラムのような、１つまたは複数の実行アルゴリ
ズムを記憶するように動作可能なプログラムメモリ、および任意の数のリアルタイム測定
値および信号を記憶するように動作可能な動作メモリ１２２Ｂを含む、本明細書に開示さ
れる特徴と態様を実装するためのオペレーティングシステムおよび１つまたは複数のアプ
リケーションプログラムまたはサービスを含んでよい。
【００２９】
　特定の実施形態において、流量計エンジンモジュール１２２Ａは、メータ装置から少な
くとも１つの流れ信号を少なくとも１つのネットワークを介して受信するように動作可能
な１つまたは複数のコンピュータ実行可能命令を含んでよい。例えば、１つまたは複数の
流れ信号は、１つまたは複数のトランスデューサ１１８Ａ～１１８Ｎおよび／またはそれ
ぞれのトランスデューサインタフェース１０８により、管内の流体流れパラメータを検出
またはそうでなく受信することに応じて生成できる。１つまたは複数の流れ信号は、少な
くとも１つのネットワーク１０６を介して、流量計エンジンモジュール１２２Ａおよび／
またはクラウド流量計もしくは装置１０２から遠隔に設けられるプロセッサに送信できる
。
【００３０】
　流量計エンジンモジュール１２２Ａはまた、部分的に少なくとも１つの流れ信号に基づ
いて少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を求めるように動作可能
な１つまたは複数のコンピュータ実行可能命令を含んでよい。例えば、流量計エンジンモ
ジュール１２２Ａおよび／またはクラウド流量計もしくは装置１０２から遠隔に設けられ
るプロセッサにより受信される１つまたは複数の流れ信号は、体積流量、速度、音速など
のような少なくとも１つの流れ特性、ログデータおよび診断データのようなデータ特性、
またはメータ誤差データ、メータ構成データなどのようなメータ特性を求めるために使用
できる。必要に応じて流量計エンジンモジュール１２２Ａは、１つまたは複数のメモリ装
置１２２に記憶されるまたはそうでなく流量計エンジンモジュール１２２Ａおよび／また
は１つまたは複数のサーバ１０４によりアクセス可能な１つまたは複数の較正係数および
／または他のパラメータを用いて、流れ特性、データ特性、またはメータ特性を調節また
は修正できる。
【００３１】
　流量計エンジンモジュール１２２Ａはまた、少なくとも１つの流れ特性、データ特性、
またはメータ特性をメータ装置から遠隔のデータ記憶装置に格納するように動作可能な１
つまたは複数のコンピュータ実行可能命令を含んでよい。例えば少なくとも１つの流れ特
性、データ特性、またはメータ特性は、後の処理および／または検索のために、流量計エ
ンジンモジュール１２２Ａにより１２２のようなデータ記憶装置に格納できる。加えて必
要に応じて、任意の調節または修正された流れ特性、データ特性、またはメータ特性も流
量計エンジンモジュール１２２Ａにより格納できる。いずれの例でも、流れ特性、データ
特性、またはメータ特性は流量計エンジンモジュール１２２ＡによりＭｏｄｂｕｓ／ＴＣ
ＰまたはＢａｃｋｎｅｔ／ＩＰプロトコルのような１つまたは複数の適切なデータプロト
コルに変換かつ格納できる。
【００３２】
　流量計エンジンモジュール１２２Ａはまた、少なくとも１つの流れ特性、データ特性、
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またはメータ特性を流量計エンジンモジュール１２２Ａおよび／または１つまたは複数の
サーバ１０４と通信する１つまたは複数のクライアントアプリケーション１２４Ａ～１２
４Ｎまたはクライアント装置に送信するように動作可能な１つまたは複数のコンピュータ
実行可能命令を含んでよい。加えて必要に応じて、任意の調節または修正された流れ特性
、データ特性、またはメータ特性も流量計エンジンモジュール１２２Ａにより、流量計エ
ンジンモジュール１２２Ａおよび／または１つまたは複数のサーバ１０４と通信する１つ
または複数のクライアントアプリケーション１２４Ａ～１２４Ｎまたはクライアント装置
に送信できる。
【００３３】
　加えて流量計エンジンモジュール１２２Ａはまた、任意選択で少なくとも部分的に少な
くとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に基づいて少なくとも１つのメー
タ制御動作をメータ装置から遠隔のプロセッサで決定するように動作可能な１つまたは複
数のコンピュータ実行可能命令を含んでよい。例えば、弁を制御するようなメータ制御動
作を流量計エンジンモジュール１２２Ａにより、少なくとも部分的に少なくとも１つの流
れ特性、データ特性、またはメータ特性に基づいて決定できる。
【００３４】
　さらには流量計エンジンモジュール１２２Ａはまた、任意選択で少なくとも部分的に少
なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に基づいて少なくとも１つの制
御信号を生成し、少なくとも１つの制御信号を少なくとも１つのネットワークを介して送
信するように動作可能な１つまたは複数のコンピュータ実行可能命令を含んでよい。例え
ば、少なくとも部分的に少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性に基
づいて、流量計エンジンモジュール１２２Ａは少なくとも１つの制御信号を生成して１１
０のような制御装置に送信できる。
【００３５】
　いくつかの実施形態において、流量計エンジンモジュール１２２Ａは、上述のコンピュ
ータ実行可能命令または動作の一部または全部を容易にするかまたはそうでなく実行する
ために、任意の数のプロセッサおよび／または１１４Ｃのような他の流量計エンジンモジ
ュールと通信またはその他の方法で対話できる。
【００３６】
　図１に示す実施形態において、それぞれのサーバ１０４に関連する１つまたは複数のメ
モリ装置１２２は、器械構成レコード１２２Ｃ、器械較正１２２Ｄ、器械ログ１２２Ｅ、
器械測定値１２２Ｆ、器械通信ドライバ１２２Ｇ、および器械信号データ１２２Ｈなどの
特定のデータを含むことができる。特定の実施形態において、１つまたは複数の器械通信
ドライバ１２２Ｇは、以前に生成されたまたは得られた測定値を１２４Ａ～１２４Ｎのよ
うな少なくとも１つのクライアントアプリケーションに送信する前に、その測定値を少な
くとも１つのプロトコルエンベロープに変換またはその他の方法でパックするように動作
可能な１つまたは複数のコンピュータ実行可能命令を含むことができる。したがって、例
えば１２４Ａのような特定のクライアントアプリケーションがＭｏｄｂｕｓ／ＴＣＰプロ
トコル、または別の特定のプロトコルを使用する場合、例えば、体積流量のような以前に
生成されたまたは得られた測定値が１２２Ａのような流量計エンジンモジュールにより計
算された後、１つまたは複数の器械通信ドライバ１２２Ｇを使用してその測定値をＭｏｄ
ｂｕｓ／ＴＣＰプロトコルエンベロープに変換またはその他の方法でパックでき、そのデ
ータエンベロープを所望のクライアントアプリケーション１２４Ａに送信できる。このよ
うに、各クライアントアプリケーション１２４Ａ～１２４Ｎは異なる通信および／または
データプロトコルを使用してよく、これらのプロトコルへのデータ変換は器械通信ドライ
バ１２２Ｇを介してまたはそうでなくクライアントアプリケーション１２４Ａ～１２４Ｎ
から遠隔で実現できる。
【００３７】
　図１に示す実施形態は様々なモジュール１２２Ａ、１２２Ｂや流量計または装置１０２
から離れた機能を持つサーバ１０４を説明するが、サーバ１０４に関連する特定の機能は
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本開示の他の実施形態に従って任意の数および組み合わせのサーバ、プロセッサベースの
装置、または公益事業提供者に分散できることが認識されるであろう。
【００３８】
　本明細書で説明した様々な命令、方法、および技術は、１つまたは複数のコンピュータ
または他の装置により実行される、プログラムモジュールのようなコンピュータ実行可能
命令の一般的な文脈で考えることができる。一般にプログラムモジュールは、特定のタス
クを実行するかまたは特定の抽象データ型を実装するためのルーチン、プログラム、オブ
ジェクト、コンポーネント、データ構造などを含む。これらのプログラムモジュールなど
はネイティブコードとして実行してよく、またはそのような仮想マシンまたは他のジャス
トインタイムコンパイル実行環境などにダウンロードして実行してよい。典型的にプログ
ラムモジュールの機能は、様々な実施形態において希望通りに組み合わせたりまたは分散
してよい。これらのモジュールおよび技術の実装はある形態のコンピュータ可読記憶媒体
上に記憶してよい。
【００３９】
　図１に示す例示装置１０２およびサーバ１０４は例示としてのみ提供される。多数の他
の装置、需給計器、サーバ、動作環境、システムアーキテクチャ、および装置構成が可能
である。したがって、本開示の実施形態は任意の特定の装置、需給計器、サーバ、動作環
境、システムアーキテクチャ、または装置構成に限定されると解釈されるべきではない。
【００４０】
　図２は、図１を参照して説明した、クラウド流量計を提供する少なくとも１つの実施形
態を実装するための例示的な工程２００のフロー図である。一例では、サーバ１０４およ
び／もしくは流量計エンジンモジュール１２２Ａ、またはシステム１００は工程２００の
動作のいずれか、一部または全部を実行してよい。
【００４１】
　この特定の実装では、工程２００は、工程２００がメータ装置から少なくとも１つの流
れ信号を少なくとも１つのネットワークを介して受信してよいブロック２０２から開始し
てよい。上述のように、図１の１２２Ａのような流量計エンジンモジュールと協同して動
作する図１の１１８Ａ～１１８Ｎのような１つまたは複数のトランスデューサは、図１の
メータ装置１０２により観測または受信されるような少なくとも１つの流れ信号を図１の
１０６のような少なくとも１つのネットワークを介して流量計エンジンモジュール１２２
Ａに送信できる。
【００４２】
　ブロック２０２に続くのはブロック２０４であり、部分的に少なくとも１つの流れ信号
に基づいて少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性が求められる。例
えば、図１の１２２Ａのような流量計エンジンモジュール、および／または図１の１２０
のようなプロセッサは部分的に少なくとも１つの流れ信号に基づいて少なくとも１つの流
れ特性、データ特性、またはメータ特性を求めることができる。
【００４３】
　ブロック２０６では、工程２００は少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメ
ータ特性をメータ装置１０２から遠隔のデータ記憶装置に格納できる。例えば、図１の１
２２Ａのような流量計エンジンモジュール、および／または図１の１２０のようなプロセ
ッサは少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を図１の１２２Ｂのよ
うなメータ装置１０２から遠隔のデータ記憶装置に格納できる。
【００４４】
　実施形態の一態様では、流量計エンジンモジュール１２２Ａは必要に応じて、１つまた
は複数のメモリ装置１２２に記憶されるまたはそうでなく流量計エンジンモジュール１２
２Ａおよび／または１つまたは複数のサーバ１０４によりアクセス可能な１つまたは複数
の較正係数および／または他のパラメータを用いて、流れ特性、データ特性、またはメー
タ特性を調節または修正できる。
【００４５】
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　実施形態の一態様では、任意の調節または修正された流れ特性、データ特性、またはメ
ータ特性も流量計エンジンモジュール１２２Ａにより格納できる。いずれの例でも、流れ
特性、データ特性、またはメータ特性は流量計エンジンモジュール１２２ＡによりＭｏｄ
ｂｕｓ／ＴＣＰまたはＢａｃｋｎｅｔ／ＩＰプロトコルのような１つまたは複数の適切な
データプロトコルに変換かつ格納できる。
【００４６】
　ブロック２０８では、工程２００は少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメ
ータ特性を１つまたは複数のクライアントアプリケーションに送信できる。例えば、図１
の１２２Ａのような流量計エンジンモジュール、および／または図１の１２０のようなプ
ロセッサは少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメータ特性を１２４Ａ～１２
４Ｎのような１つまたは複数のクライアントアプリケーションに送信できる。
【００４７】
　任意選択のブロック２１０では、工程２００は少なくとも部分的に１つの流れ特性、デ
ータ特性、またはメータ特性に基づいて少なくとも１つのメータ制御動作をメータ装置か
ら遠隔のプロセッサで決定できる。例えば、図１の１２２Ａのような流量計エンジンモジ
ュール、および／または図１の１２０のようなプロセッサは少なくとも部分的に１つの流
れ特性、データ特性、またはメータ特性に基づいて少なくとも１つのメータ制御動作を決
定できる。
【００４８】
　任意選択のブロック２１２では、工程２００は少なくとも部分的に少なくとも１つの流
れ特性、またはメータ特性に基づいて少なくとも１つの制御信号を生成できる。例えば、
図１の１２２Ａのような流量計エンジンモジュール、および／または図１の１２０のよう
なプロセッサは少なくとも部分的に少なくとも１つの流れ特性、データ特性、またはメー
タ特性に基づいて少なくとも１つのメータ制御動作に対応する少なくとも１つの制御信号
を生成できる。
【００４９】
　ブロック２１２の後、任意選択のブロック２１４では、工程２００は少なくとも１つの
制御信号を少なくとも１つのネットワークを介して送信できる。例えば、図１の１２２Ａ
のような流量計エンジンモジュール、および／または図１の１２０のようなプロセッサは
少なくとも１つの制御信号を１０６のような少なくとも１つのネットワークを介してメー
タ装置１０２および／またはメータ装置１０２に関連する制御装置１１０に送信できる。
【００５０】
　工程２００はブロック２１０の後に終了してよい。
【００５１】
　図３は、図１を参照して説明した、クラウド流量計を提供する少なくとも１つの実施形
態を実装するための別の例示的な工程３００のフロー図である。一例では、クラウド流量
計もしくは装置１０２、またはシステム１００は工程３００の動作のいずれか、一部また
は全部を実行してよい。
【００５２】
　この特定の実装では、工程３００は、工程３００がメータ装置から少なくとも１つの流
れ信号を少なくとも１つのネットワークを介して遠隔プロセッサに送信してよいブロック
３０２から開始してよい。上述のように、図１の１１４Ｃのような流量計エンジンモジュ
ールおよび／または図１のプロセッサ１１２と協同して動作する図１の１１８Ａ～１１８
Ｎのような１つまたは複数のトランスデューサは、図１のメータ装置１０２により観測ま
たは受信されるような少なくとも１つの流れ信号を図１の１０６のような少なくとも１つ
のネットワークを介して流量計エンジンモジュール１２２Ａおよび／または図１の１２０
のようなサーバに関連するプロセッサに送信できる。
【００５３】
　ブロック３０４では、工程３００は任意選択で、少なくとも１つの制御信号を遠隔プロ
セッサを介して少なくとも部分的に、メータ装置に関連する制御装置を操作するように動
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はメータ特性に基づいて受信できる。例えば、図１の１１４Ｃのような流量計エンジンモ
ジュール、および／または図１の１１２のようなプロセッサは、少なくとも１つの制御信
号を遠隔プロセッサ１２０および／または流量計エンジンモジュール１２２Ａを介して少
なくとも部分的に、図１の制御装置１１０のようなメータ装置に関連する制御装置を操作
するように動作可能な遠隔プロセッサ１２０により求められる少なくとも１つの流れ特性
、データ特性、またはメータ特性に基づいて受信できる。
【００５４】
　工程３００はブロック３０４の後に終了してよい。
【００５５】
　他の工程実施形態において、より少ないまたはより多い数の動作を実現できる。
【００５６】
　上記の工程２００、３００は論理フロー図として例示し、各動作はハードウェア、ソフ
トウェア、またはそれらの組み合わせで実装できる一連の動作を表す。ソフトウェアの文
脈では、動作は１つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体上に記憶されるコンピュータ
実行可能命令を表し、それらは１つまたは複数のプロセッサにより実行されると列挙動作
を実行する。一般にコンピュータ実行可能命令は、特定の機能を実行するかまたは特定の
抽象データ型を実装するルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ
構造などを含む。動作を説明する順序は限定として解釈されることを意図するものではな
く、任意の数の説明された動作を任意の順序でおよび／または並列に組み合わせて工程を
実装できる。
【００５７】
　クラウド流量計を提供するための例示的なシステムおよび方法が上記に説明される。こ
れらのシステムおよび方法の一部または全部は少なくとも部分的に図１～３に示すような
アーキテクチャおよび工程により実装されてよいが、必須ではない。方法における特定の
行為は記載した順序で実行する必要はなく、再配置または変更してよく、および／または
状況に応じて完全に省略してもよいことを理解されたい。また、任意の方法に関して上述
した行為のいずれも、１つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体上に記憶される命令に
基づく任意の数のプロセッサまたは他のコンピューティング装置により実装してよい。
【００５８】
　実施形態を構造的特徴および／または方法論的行為に特有の言語で説明してきたが、そ
の開示は必ずしも説明した特定の特徴または行為に限定されないことを理解されたい。む
しろ特定の特徴および行為は実施形態を実装する例示的形態として開示される。
【符号の説明】
【００５９】
　１０２　クラウド流量計または装置、メータ装置
　１０４　サーバ
　１０６　ネットワーク
　１０８　トランスデューサインタフェース、トランスデューサ装置
　１１０　制御装置
　１１２　プロセッサ、コンピュータプロセッサ
　１１４　メモリ装置
　１１４Ｃ　流量計エンジンモジュール
　１１８　トランスデューサ
　１２０　プロセッサ
　１２２　メモリ装置、データ記憶装置
　１２２Ａ　流量計エンジンモジュール
　１２４　クライアントアプリケーション
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【図１】 【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月13日(2020.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流れ利用物を監視するためのシステムであって、
　利用流れの場所において前記流れ利用物の近傍に配置され、利用流れ特性を示すデータ
を測定するように構成され、当該測定された測定データを伝えるセンサ信号を出力するよ
うに構成されたトランスデューサと、
　前記利用流れの場所において前記トランスデューサに作動可能に接続されたメータ装置
であって、当該メータ装置は、
　　前記トランスデューサに作動可能に接続されたトランスデューサインタフェース制御
装置であって、前記メータ装置は、前記メータ装置と前記トランスデューサとの間におけ
る、前記トランスデューサからの前記測定データを伝える前記出力されたセンサ信号を受
信することを含む通信交換を行うように構成され、制御命令を前記トランスデューサに提
供するように構成されたトランスデューサインタフェース制御装置と、
　　前記トランスデューサインタフェース制御装置に作動可能に接続され、前記トランス
デューサインタフェース制御装置を介して、前記測定データを伝える前記出力されたセン
サ信号を含む通信交換を受信するように構成され、プログラム命令を実行するように構成
され、少なくとも前記測定データを伝えるが前記利用流れ特性を決定しない信号を準備す
るように構成された、メータ装置プロセッサと、
　　前記メータ装置プロセッサに作動可能に接続され、前記メータ装置プロセッサで実行
可能なプログラム命令を記憶するように構成され、当該プログラム命令の実行中に生成さ
れたデータを記憶するように構成された、メモリと、
　　前記メータ装置プロセッサと作動可能に接続され、前記測定データを伝えるが前記利
用流れ特性を決定しない前記準備された信号を受信するように構成され、前記測定データ
を伝えるが前記利用流れ特性を決定しない前記準備された信号を前記利用流れの場所から
離れた場所に外部に向けて送信するように構成された通信インタフェースと、を備える、
メータ装置と、
　前記利用流れの場所から離れて配置され、前記測定データを伝えるが前記利用流れ特性
を決定しない前記準備された信号を受信するように構成され、前記メータ装置にプログラ
ム命令を伝える制御信号を送信するように構成された遠隔サーバであって、当該遠隔サー
バが、
　　前記測定データを処理して、前記遠隔サーバ内で前記利用流れ特性を前記流れ利用物
の監視対象として決定するように構成された遠隔プロセッサであって、当該遠隔プロセッ
サにおいて前記測定データの少なくとも一部に基づいて、メータ制御動作を前記プログラ
ム命令として決定するように処理するように構成された遠隔プロセッサと、
　　前記遠隔プロセッサに作動可能に接続され、前記遠隔プロセッサによって前記流れ利
用物の監視対象として決定された前記利用流れ特性を記憶するように構成され、前記遠隔
プロセッサによる実行のための、前記測定データを伝える前記出力されたセンサ信号を利
用する実行可能命令を記憶する遠隔メモリと、を備え、
　　前記遠隔プロセッサが、前記測定データの少なくとも一部に基づいて、前記遠隔プロ
セッサにおいて前記メータ制御動作を決定するように、前記実行可能命令を実行し、前記
遠隔サーバが、前記メータ制御動作を達成するための前記プログラム命令を伝える前記制
御信号を前記メータ装置に送信する、遠隔サーバと、
を備えた流れ利用物を監視するためのシステム。
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【請求項２】
　前記トランスデューサが、リアルタイム流量測定値及び超音波流量計データのうちの少
なくとも１つを含む利用流れ特性を示すデータを測定するように構成されている、請求項
１記載のシステム。
【請求項３】
　前記トランスデューサが、メータログデータ、メータ誤差データ、メータ診断データ、
及びメータ構成データのうちの少なくとも１つを含む利用流れ特性を示すデータを測定す
るように構成されている、請求項１記載のシステム。
【請求項４】
　前記遠隔サーバが、１つまたは複数のクライアントアプリケーションに前記遠隔プロセ
ッサによって決定された前記利用流れ特性を送信するように構成されている、請求項１か
ら３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記メータ装置と前記遠隔サーバの前記通信インタフェースが、前記少なくとも１つの
ネットワークを介して通信するように構成されている、請求項１から４のいずれか１項記
載のシステム。
【請求項６】
　前記メータ装置プロセッサがさらに前記遠隔サーバの通信のために信号ファイルを生成
するように構成され、前記遠隔プロセッサが、前記信号ファイルに基づいて動作するよう
に構成されている、請求項１から５のいずれか１項記載のシステム。
【請求項７】
　前記メータ装置プロセッサと前記遠隔サーバが、暗号化される前記信号ファイルを生成
するようにさらに構成される、請求項６記載のシステム。
【請求項８】
　前記遠隔プロセッサが、前記測定データの少なくとも一部を用いて、前記測定データの
メータ装置制御動作を決定するように構成され、
　前記遠隔プロセッサが、前記メータ装置制御動作を伝える信号を準備するように構成さ
れ、
　前記通信インタフェースが、さらに前記メータ装置制御動作を伝える信号を受信するよ
うに構成され、
　前記メータ装置プロセッサが、前記メータ装置で前記メータ装置制御動作を達成するよ
うに作動するように構成されている、請求項６記載のシステム。
【請求項９】
　前記メータ装置が、前記メータ制御動作として弁の制御をするように構成されている、
請求項１から８のいずれか１項記載のシステム。
【請求項１０】
　流れ利用物を監視するための方法であって、
　利用流れの場所において前記流れ利用物の近傍にトランスデューサを配置する工程であ
って、当該トランスデューサが、利用流れ特性を示すデータを測定するように構成され、
当該測定された測定データを伝えるセンサ信号を出力するように構成されている工程と、
　前記利用流れの場所にメータ装置を配置するとともに、当該メータ装置を前記トランス
デューサに作動可能に接続する工程と、
　前記メータ装置の一部としてトランスデューサインタフェース制御装置を備える工程で
あって、当該トランスデューサインタフェース制御装置は、前記トランスデューサに作動
可能に接続され、前記メータ装置は、前記メータ装置と前記トランスデューサとの間にお
ける、前記トランスデューサからの前記測定データを伝える前記出力されたセンサ信号を
受信することを含む通信交換を行うように構成され、制御命令を前記トランスデューサに
提供するように構成されている工程と、
　前記メータ装置の一部としてメータ装置プロセッサを備える工程であって、当該メータ
装置プロセッサは、前記トランスデューサインタフェース制御装置に作動可能に接続され
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、前記トランスデューサインタフェース制御装置を介して、前記測定データを伝える前記
出力されたセンサ信号を含む通信交換を受信するように構成され、プログラム命令を実行
するように構成され、少なくとも前記測定データを伝えるが前記利用流れ特性を決定しな
い信号を準備するように構成されている、工程と、
　メモリを備える工程であって、当該メモリは、前記メータ装置プロセッサに作動可能に
接続され、前記メータ装置プロセッサで実行可能なプログラム命令を記憶するように構成
され、当該プログラム命令の実行中に生成されたデータを記憶するように構成されている
、工程と、
　前記メータ装置の一部として通信インタフェースを備える工程であって、当該通信イン
タフェースは、前記メータ装置プロセッサと作動可能に接続され、前記測定データを伝え
るが前記利用流れ特性を決定しない前記準備された信号を受信するように構成され、前記
測定データを伝えるが前記利用流れ特性を決定しない前記準備された信号を前記利用流れ
の場所から離れた場所に外部に向けて送信するように構成され、前記メータ装置のための
プログラム命令を有する制御信号を受信するように構成されている、工程と、
　遠隔サーバを前記利用流れの場所から離れて配置する工程であって、当該遠隔サーバは
、前記測定データを伝えるが前記利用流れ特性を決定しない前記準備された信号を受信す
るように構成されている工程と、
　前記遠隔サーバの一部として遠隔プロセッサを備える工程であって、当該遠隔プロセッ
サは、前記測定データを処理して、前記遠隔サーバ内で前記利用流れ特性を前記流れ利用
物の監視対象として決定するように構成され、前記遠隔プロセッサにおいて前記測定デー
タの少なくとも一部に基づいて、メータ制御動作を前記プログラム命令として決定するよ
うに処理するように構成されている、工程と、
　前記遠隔サーバの一部として遠隔メモリを備える工程であって、当該遠隔メモリは、前
記遠隔プロセッサに作動可能に接続され、前記遠隔サーバ内で前記遠隔プロセッサによっ
て前記流れ利用物の監視対象として決定された前記利用流れ特性を記憶するように構成さ
れ、前記遠隔プロセッサによる実行のための、前記測定データを伝える前記出力されたセ
ンサ信号を利用する実行可能命令を記憶するように構成されている、工程と、
　前記遠隔プロセッサにおいて、前記測定データを伝える前記出力されたセンサ信号を利
用する前記実行可能命令を実行して、前記遠隔プロセッサにおいて、前記測定データの少
なくとも一部に基づいて、前記プログラム命令として前記メータ制御動作を決定する工程
と、
　前記メータ制御動作を達成するための前記プログラム命令を伝える前記制御信号を前記
メータ装置に送信する工程と、
　前記メータ装置で前記メータ制御動作を実行する工程と、
を含む方法。
【請求項１１】
　前記トランスデューサを、リアルタイム流量測定値及び超音波流量計データのうちの少
なくとも１つを含む利用流れ特性を示すデータを測定するように構成する工程を含む、請
求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記トランスデューサを、メータログデータ、メータ誤差データ、メータ診断データ、
及びメータ構成データのうちの少なくとも１つを含む利用流れ特性を示すデータを測定す
るように構成する工程を含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　前記遠隔サーバを、１つまたは複数のクライアントアプリケーションに前記遠隔プロセ
ッサによって決定された前記利用流れ特性を送信するように構成する工程を含む、請求項
１０から１２のいずれか１項記載の方法。
【請求項１４】
　前記メータ装置と前記遠隔サーバの前記通信インタフェースを、前記少なくとも１つの
ネットワークを介して通信するように構成する工程を含む、請求項１０から１３のいずれ
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か１項記載の方法。
【請求項１５】
　前記メータ制御動作として弁の制御をする工程を含む、請求項１０から１４のいずれか
１項記載の方法。
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